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１．背景 

 井上（１９９７）によると、１９６７年にコロンボ市内で始まった私塾がスリランカの日本語教

育の始まりである。それが１９７５年に日本大使館日本語普及講座として受け継がれた。高等教育

における日本語教育は、１９７８年に課外コース、１９８０年に学位取得コースとしてケラニヤ大

学で開講された。１９７９年に G. C. E. (A/L) 試験1の 1科目として学校教育の中に取り入れられ、さ

らに、G. C. E. (O/L) 試験2の選択科目に日本語が導入され、２００１年に第 1 回の試験が実施された。

今では初等・中等教育、高等教育、そして学校教育以外でも日本語が教えられている。高等教育の

場合、全１７の公立大学の内、ケラニヤ大学、サバラガムワ大学、ラジャラタ大学、スリジャヤワ

ルダナプラ大学の４校で日本語の学位が提供されている。その他に８校の大学で選択科目やセーテ

ィフィケートコース等で日本語が教えられている。学校教育以外では首都のコロンボ周辺だけでも、

１０機関以上で日本語教育が行われ、コロンボ以外の地域では、ガムパハ、キャンディー、クルネ

ーガラ、ラトナプラ、パーナドゥラ、ゴールといった主な都市に大規模な日本語教育機関が設立さ

れている。 

 

日本語教育年表 

年 顕著事件 

１９６７年 コロンボ市内の私塾で日本語教育が開始される 

１９７５年 日本大使館日本語普及講座として受け継がれる 

１９７８年 ケラニヤ大学で日本語の課外コース開講 

１９７９年 G. C. E. (A/L) 試験の 1科目として学校教育の中に日本語を導入 

１９８０年 ケラニヤ大学で日本語の学位取得コース開講 

１９９４年 大使館日本語講座が民営化（スリランカ日本語教育協会附属日本語講座） 

１９９６年 サバラガムワ大学で日本語の学位取得コース開講 

２００１年 G. C. E. (O/L) 試験の選択科目に日本語を採用 

２０１３年 
ラジャラタ大学で日本語講座開講 

ペラデニア大学にスリランカ日本研究センターを設立 

２０１６年 ケラニヤ大学に日本学研究センターを設立 

２０２２年 スリジャヤワルダナプラ大学で日本語の学位取得コース開講 

表１ 

 

 

 

 
1 General Certificate of Education (Advanced Level) の略語。これはスリランカの高校卒業兼大学入学用の国家試験であ

り、文部省の Department of Examinations によって行われる。 
2 General Certificate of Education (Ordinary Level) の 略語。これはスリランカの中学卒業兼高校入学用の国家試験であ

り、文部省の Department of Examinations によって行われる。 
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２．日本語教育の現状 

２．１．南アジア諸国との比較 

国際交流基金の『2022 年海外日本語教育機関調査』によるとスリランカの日本語学習者数は調査の

時点で 9,746人であり、2018年の調査結果で分かった学習者数の 8,454人から増えている。南アジア

地域の他の国に比べると人口の割に日本語の学習者が最もっとも多い国はスリランカだと言えよう。

そして、中等教育で日本語を学んでいる人数が最も多いのはスリランカで、他の国ではやはり学校

教育以外を中心に日本語教育が実施されていることが分かる。 

 

表２ 

 

 

２．２．スリランカの日本語学習者 

 

国際交流基金の『2022 年海外日本語教育機関調査』のデータでは日本語教育機関、教師、そして学

習者の数は次のようになっている。 

 

 

 

 

 

 

                     表３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 
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以上の表でも明確なように２０２２年の時点では日本語学習者が多いのは中等教育である。では中

等教育のおける語学教育の中に日本語がどのように位置づけられるのだろおうか。２０２３（２０

２４）年の G. C. E. (A/L) 試験の受験者と成績状況をまとめたスリランカの文部省の統計データ

（表５）で分かるように、高校卒業兼大学入学用の国家試験に語学を受験した学生の中で公用語で

あるシンハラ語、タミル語に並んで日本語は３番目に受験生が多い科目になる。（表に挙げられてい

る英語とは英文学であり、それとは別に必須科目としてコミュニケーションのための英語は全員受

けることになっている。その数はここに上がっていない） 

 

 

表５ 

 

学校教育のデータから分かるように日本語がスリランカの公用語のシンハラ語とタミル語、そして

結合語（link language）の英語3以外では最も広く教えられていることばである。それでは、学校教

育以外の日本語教育がどうなっているのだろうか。以上の表２に注目してみる限り、南アジアの他

の国では学校教育以外の学習者数が圧倒的に多く、スリランカのみ日本の教育が学校教育に集中さ

れていると言えよう。2019 年からスリランカ人は特定技能実習生（SSW）として日本に行けるよう

になったことで、今後スリランカでも学校教育以外での学習者の増加が予想できるが、国際交流基

金の２０２２年の報告書ではまだその数は反映されていないと考えられる。この調査自体は３年ご

とに行われており、２０２５年の報告書では最新情報が分かるのである。 

 

表６は Lokugamage, 2024に表示されている大学と学校以外の教育機関を中心に、３校の大学と４校

の語学学校の日本語学習者数を性別にまとめたもので、これでは学校以外の教育で男子学習者が多

いことが目立つ。日本語教育に関わるジェンダーの影響を目的とする研究であるため、ここではす

べての大学とすべての教育機関を調査しているわけではない。 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                        Public Universities Private Institutions 

Male 29 (7%) 1187 (70%) 

Female 368 (93%) 461 (30%) 

* All learners are school leavers aged 18 and above                                                                                                                                                                                                

* The number of learners was taken from on-going courses at the time of data collection. 

表６ 

 

 
3 Gunesekera (2005) によると 1987 年の憲法の修正条項 13 でシンハラ語とタミル語を公用語、英語を結合語とするこ

とに決められた。 
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表７は Lokugamage, 2024 に挙げられている日本語能力試験の受験者を性別に分けた統計データであ

るが、ここで強調されているのは N5 と N4 レベルを受ける男子の数が他のレベルに比べて女子の数

との差がわずかしかないことから、やはり特定技能実習制度に興味持った N4 と N5 レベルの試験を

受けている男子が多いと考えられる。 

  
          表７                    表８ 

そこで、以下１．３ではスリランカ人日本語学習者の学習目的に注目を当てることにする。 

 

３．学習目的 

以上のようなことで日本語が比較的に人気度の高い言葉であることが言える。なぜ日本語がこれだ

け注目されているのであろうか。高等教育における日本語学習のモチベーションに注目するDe Silva,

（2015）では「日本語が好き」、」「伝統文化も現代文化も好き」などという理由で日本語が学習した

がる人が多いと述べられている。また Deldeniya (2018) 中等教育の日本語学習の意欲に注目て「日

本語が好き」、「日本文化と日本人が好き」、「日本語を教えている先生が好き」などの理由で中学

校・高校で日本語を学習する人が多いと述べている。Lokugamage（2022）は日本語学習者を対象に

グーグルフォームを通してなぜ日本語を勉強しているのかを調査した結果、回答者の多くの学習者

は「日本に行きたいから」、「日本語が好きだから」、「日本文化が好きだから」、「日本のアニメが好

きだから」等の理由で日本語を学習していると述べている。 

 

 

 
         図１                図２ 

 

以上の調査に協力してくれた学習者の年齢は図２に示す通りで、最も多かったのは１９歳つまり、

高校の日本語学習者である。二番目に多いのは１７歳でそれもやはり中学卒業や高校一年生、つま

りこの調査で分かるのも学校教育内の年齢層の日本語学習の目的である。 

 

４．技能実習性（SSW） 

 

２０１９年からスリランカからの技能実習生が受け入れ開始となったため、学校以外の機関におけ

る日本語教育に注目されるようになってきている。その結果として日本語教育機関の増加、日本語

教師採用の増加、教師養成プラグラムの開催などがみられる。 

国際交流基金の日本語専門家を中心に技能実習生に日本語を教える教師のワークショップがケラ二

ヤ大学などで頻繁に行われたり、国際交流基金が日本で行われる技能実習生用日本語の教師研修プ
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ログラムにスリランカの日本語教師も参加させたりするような動きから今後学校教育以外では技能

実習生を中心となった日本語教育が大きく成長していくことが予想できる。 

 

 

５．専門家向けの日本語 

 

以前から社会の日本語教育のニーズとしてあるもう一つは留学生向けの日本語講座やエンジニア、

IT 関係の技術者、自然科学や人文社会学関係の専門家が日本で進学したり、専門職や研究を続ける

ためのサポートになる日本語教育である。それはやはり技能実習生向けの日本語と違い、日本語能

力試験のN3以上の日本語知識が求められるため、比較的長い時間がかかる。また、対象者は既にス

リランカで専門職に就いていたり、大学などで勤めたりしていることもあって、勉強できる時間は

限られているが、学歴が高いため、時間さえあれば授業に付いていけるという技能実習生と違う特

徴を持っている。そういった学習者を対象にしている教育機関として LMBTI 等（以下詳しく述べる）

が挙げられる。 

 

６．スリランカの日本語教育の課題 

 

スリランカの日本語教育の課題として大きくみられるのはまず中等教育における日本語学習の目的

にあるだろう。多くの場合、日本や日本文化が好きだから日本語を勉強する学習者は多いが、それ

は日本語を習い始めるきっかけであっても、初級レベルが終わるころにはもうちょっと目的が明確

になったらもっと合理的に勉強ができるだろう。日本に行って何ができるのかイメージできないの

はその大きな理由だと思われるが、やはり日本語教育ではそのイメージを育てていく必要がある。

また日本の文化が好きだと言っても、あまりにも漠然としていて、よく聞いてみれば何が好きなの

かはっきり返事が返ってこないのである。 

 

技能実習生向けの日本語教師養成プログラムが増えているが、技能実習生に求められるのはこれま

での日本語教育と違って日常的にコミュニケーションができるレベルの日本語であって、流暢な日

本語でコミュニケーションができることではない。技能実習生向けの日本語だけに注目するのでは

なく、はやり専門家向けの日本語も両立して発展させていく必要がある。 
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